
６．植物調査

6.1 調査項目

(1)植物相調査

①植物相

②貴重な植物種

(2)植生調査

①植生調査（群落組成調査）

②植生分布状況（現存植生図）

③植生分布状況（ヒルギ類樹高区分図）

④植生断面図

⑤貴重な植生分布状況

6.2 調査時期

平成17年８月12日、15～18日、24日、26日、30～31日

6.3 調査範囲

植物相調査範囲、植生調査地点、マングローブ樹高区分等調査地点、植生断面図

調査ラインを図 - に示した。6 1
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図6-1　植物調査地点図(植物相調査、植生調査、ﾋﾙｷﾞ類樹高区分等調査、植生断面図調査)

凡例

：植生調査地点(No.1～65)
　　　○内数字は調査地点番号を示す。

：ヒルギ類樹高調査地点(St.1～56)
　　　○内数字は調査地点番号を表す。

:植物調査範囲

:植生断面図調査ライン(L-1～3）

※出典：地形図(平成13年:国土地理院)
　　　　空中写真(平成15年:国土地理院)
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6.4 調査方法

(1)植生調査

①植生調査（群落組成調査）

植生調査は、植物社会学的調査法(Braun-Blanquet:1964)に基づき以下のとお

り実施した。

a.調査区の設定

植生調査を対象とする植生内に調査方形枠を設置した。これら、調査区の大き

さは、対象とする群落により異なり 最小面積法に基づいて決定した。また、概※

略的な決定の仕方として、群落の優占種の高さを１辺とし正方形とする方法があ

り、この方法は種類数の多い複雑な群落でなければ適用可能である。

最小面積法とは、一般的に調査する面積が広くなるほど出現種類数は増加し、ある面積まで広くなる
※

とその値は一定となる。これを種数－面積曲線であらわし、その変曲点から求められた面積を調査面

積とする方法である。

b.階層構造の区分

方形枠内の植生型によって、高木

林は階層構造を４階層の高木層・亜

高木層・低木層・草本層、亜高木林

は亜高木層・低木層・草本層、低木

林は低木層・草本層の２階層、草原

は草本層の１階層に区別した。

c.リストの作成

各階層毎に植物のリスト（群落組成表）を作成した。

d.被度と群度の測定

各階層の出現種毎に被度と群度の測定を行った。被度と群度の基準は下表に示

した。

なお、被度と群度の測定方法は、調査地点（方形区）内で、ある出現種が方形

区内の面積の1/4(25%）以上～1/2(50%）以下を占有する場合に｢被度：３｣、方形

区内の群がりの状態が大きな斑を形成あるいはまだら状の場合に｢群度：３｣とな

り 「３・３」と記録する。また、個体数・植被率ともに少ない場合は「＋」と、

記録した。

層構造区分（高木林の場合：４階層）

被度と群度の基準表

（被 度）＝各植物の方形区内での広がりの状態

被度：５＝被度が 3/4以上を優占する。

被度：４＝被度が 1/2以上～3/4以下を占有する。

被度：３＝被度が 1/4以上～1/2以下を占有する。

被度：２＝被度が 1/10以上～1/4以下を占有する。

被度：１＝被度が1/10以下を占有する。

被度：＋＝少数で被度は低い。

優占度：５ 優占度：４ 優占度：３ 優占度：２ 優占度：１

（群 度）＝各植物の方形区内での群がりの状態

群度：５＝カ－ペット状に分布する。

群度：４＝カ－ペットに穴があいている状態。

群度：３＝大きな班を形成あるいはまだら状。

群度：２＝斑状に分布する。

群度：１＝小群状あるいは単独に分布する。

群度：５ 群度：４ 群度：３ 群度：２ 群度：１

資料： 第 回自然環境保全基礎調査」 年 環境庁「 2 1980

出典：植物社会学的調査法( - )による。Braun Blanquet=1964

②植生分布状況（現存植生図）

相観に基づいて植物群落を識別するとともに凡例を作成し、その凡例に従い現

地で植生の分布を地形図上（比屋根湿地1/500）に図示した。また、比屋根湿地

については、各群落の境界を明確にするためDGPS、TS（誤差精度：0.1～１ｍ）

等を活用するほか、群落の高低についても可能な限り細区分し図示した。

例えば、ﾒﾋﾙｷﾞ群落(0.5ｍ：実生株)

ﾒﾋﾙｷﾞ群落(0.5以上～1ｍ未満)

ﾒﾋﾙｷﾞ群落(１以上～２ｍ未満)

ﾒﾋﾙｷﾞ群落(２以上～３ｍ未満)

ﾒﾋﾙｷﾞ群落(３以上～ )
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③植生断面調査

比屋根湿地内は、海岸から内陸部付近へ２ﾗｲﾝと海岸（県道227号線）に平行な

１ﾗｲﾝを設定し計３ﾗｲﾝの調査を行った。調査はﾒｼﾞｬｰ等を利用し比屋根湿地内部

の植生状況のほか海岸背後の道路や建造物から海岸域の植生の広がり状況を植生

断面図に記載すると共に草丈や樹高及び代表的な出現種等も合わせて図示した。

④貴重な植物群落

以下の該当する貴重な植物群落を抽出・整理した。

・国指定天然記念物

・沖縄県指定天然記念物

・沖縄市指定天然記念物

・ 第２回自然環境保全基礎調査（緑の国勢調査）特定植物群落調査報告書「

日本の重要な植物群落 南九州・沖縄版」(1980年 環境庁)での選定群落

・ 第３回自然環境保全基礎調査（緑の国勢調査）特定植物群落調査報告書「

（追加調査・追跡調査）(1988年 環境庁)での選定群落

・ 植物群落ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ･ﾌﾞｯｸ」(1996年（財）日本自然保護協会・ 財）世界「 （

自然保護基金日本委員会)での選定種

・ 特定植物群落選定基準」(1980年 環境庁)での選定種「

(2)植物相調査

①植物相

調査区域内の植物種を現地で踏査することによって記録を行い、不明な種につ

。 。いては持ち帰り同定を行った これらの結果に基づき維管束植物目録を作成した

なお、植物目録の作成にあたっては、主に「琉球植物目録(1994) （初島住彦」

・天野鉄夫）に基づくものとした。

②貴重な植物種

以下に該当する貴重な植物種を抽出した。

・国指定天然記念物

・沖縄県指定天然記念物

・沖縄市指定天然記念物

・ 絶滅のおそれのあるのある野生動植物の種の保存に関する法律」「

（平成４年法第75号）での選定種

・ 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀﾌﾞｯｸ-」「

(2000年 環境庁）での選定種

・ 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀおきなわ-」「

(1996年 沖縄県）での選定種

6.5 調査結果

(1)植物相調査

①植物相

比屋根湿地全域で確認した植物種は、表 - に示したとおり、 目 科 種で6 1 25 34 66
あった。なお、維管束植物目録は、表 - に示した。6 3

25 34 66 6 2 23 31確認した植物種 目 科 種のうち表 - に示したとおり、自生種が 目

科 種、帰化種及び栽培逸出種が７目８科 種であった。全出現種に占める帰化55 11
種及び栽培逸出種の割合は、 ％であった。16.7

表6-1 出現種の分類群毎の数

表6-2 自生種及び帰化種・栽培逸出種

目・科・種
シダ 　0・　0・　0

植 種 裸子 　0・　0・　0
物 子 被 離弁花 15・20・38
子 合弁花 　5・　9・17
単子葉類 　5・　5・11
計 25・34・66

双子葉類

区分

帰化種及び

栽培逸出種

目・科・種 目・科・種 目・科・種
シダ 　0・　0・　0 　0・　0・　0 　0・　0・　0

植 種 裸子 　0・　0・　0 　0・　0・　0 　0・　0・　0
物 子 被 離弁花 14・19・36 　2・　2・　2 15・20・38
子 合弁花 　5・　8・11 　2・　3・　6 　5・　9・17
単子葉類 　4・　4・　8 　3・　3・　3 　5・　5・11
計 23・31・55 　7・　8・11 25・34・66

全体に占める割合（％） 83.3 16.7 100

双子葉類

自生種 合計
区分
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②貴重な植物種

貴重な植物種は、表 - に示したとおり、ハリツルマサキ（ニシキギ科 、リュウ6 4 ）

キュウコクタン（カキノキ科）の２種を確認した。

ハリツルマサキは、環境省のレッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類、沖縄県のレッ

ドデータおきなわで希少種に選定されている。生育を確認した地点は、いずれも地

（ ） 、盤高１ｍ以上の盛土箇所で中央水路 比屋根第二雨水幹線の延長水路 南側の土手

トキワギョリュウ群落内や民地境界付近の地盤の高くなっている箇所であった。

リュウキュウコクタンは、環境省のレッドデータブックで準絶滅危惧に選定され

、 。ており ハリツルマサキが確認されたトキワギョリュウ群落の林内で生育していた

いずれの種も植物愛好家などに親しまれており公園・庭・街路樹に利用され、種

子散布により逸出した種も少なくない。

なお、貴重種確認地点図に代表的な植物の分布状況を併せて図 - に示した。6 2

表6-4 貴重な植物種の状況

目名 科名 種名 注１ 注2 注3 注4 注5 注6

国 県 沖縄市 種保存 環境庁 沖縄県

1 ﾆｼｷｷﾞ ﾆｼｷｷﾞ ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ Ⅱ類 希少

2 ｶｷﾉｷ ｶｷﾉｷ ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ 準

計 ２目 ２科 ２種 ― ― ― ― ２種 １種

注１.   国  ：国指定天然記念物

注３. 沖縄市：沖縄市指定天然記念物

注４. 種保存：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣（平成４年法律75号)での選定種
国内→国内希少野生動植物種（本邦に生息し又は生育する絶滅のおそれのある野生動植物の種)
国際→国際希少野生動植物種（国際的に協力して保存を図ることとされている絶滅のおそれ

　　　　　　　のある野生動植物の種)

注５. 環境庁：「改訂･日本の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀﾌﾞｯｸ｣(2000  環境庁）での選定種
Ⅱ類→絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種）
準→準絶滅危惧種（存続基盤が脆弱な種）

注６. 沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物ｰﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわｰ」（1996  沖縄県）での選定種
希少→希少種

注２.   県  ：沖縄県指定天然記念物

№
指定状況

表6-3　維管束植物目録

種名

1  ﾓｸﾏｵｳ  ﾓｸﾏｵｳ  ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ(ﾓｸﾏｵｳ) Casuarina equisetifolia J.R.et J.G.Forst ×

2  ｲﾗｸｻ  ﾆﾚ  ｸﾜﾉﾊｴﾉｷ(ﾘｭｳｷｭｳｴﾉｷ) Celtis boninensis Koidz. ○

3  ｸﾜ  ｲﾇﾋﾞﾜ Ficus erecta Thunb.ex Kaempf. ○

4  ｶﾞｼﾞｭﾏﾙ Ficus microcarpa L.f. ○

5  ｵｵﾊﾞｲﾇﾋﾞﾜ Ficus septica Burm.f. ○

6  ﾊﾏｲﾇﾋﾞﾜ Ficus virgata Reinw.ex Bl. ○

7  ﾔﾏｸﾞﾜ(ｼﾏｸﾞﾜ) Morus australis Poir. ○

8  ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ  ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ  ﾘｭｳｷｭｳｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ Aristolochia liukiuensis Hatusima ○

9  ﾀﾃﾞ  ﾀﾃﾞ  ﾂﾙｿﾊﾞ Polygonum chinense L. ○

10  ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus Houtt. ○

11  ｱｶｻﾞ  ｱｶｻﾞ  ﾊﾏﾏﾂﾅ(ﾋｼﾞｷｱｶｻﾞ) Suaeda maritima (L.)Dumort. ○

12  ｻﾞｸﾛｿｳ  ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ(ﾊﾏｽﾍﾞﾘﾋﾕ) Sesuvium portulacastrum (L.) L. ○

13  ｼﾛﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ Sesuvium portulacastrum (L.) L. var. griseum Degener& Fosberg ○

14  ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ  ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ  ﾘｭｳｷｭｳﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ(ﾘｭｳｷｭｳﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ) Clematis grata Wall. var. ryukyuensis Tamura ○

15  ﾊﾞﾗ  ﾄﾍﾞﾗ  ﾄﾍﾞﾗ Pittosporum tobira (Thunb.) Dryand ex Aiton ○

16  ﾊﾞﾗ  ｲﾝﾄﾞｼｬﾘﾝﾊﾞｲ(ｵｷﾅﾜｼｬﾘﾝﾊﾞｲ) Rhaphiolepis indica (L.) Lindl.ex Ker ○

17  ﾏﾒ  ﾊﾏﾅﾀﾏﾒ Canavalia lineata (Thunb.) DC. ○

18  ｷﾞﾝﾈﾑ(ｷﾞﾝｺﾞｳｶﾝ) Leucaena leucocephala (Lam.)de Wit ×

19  ﾌｳﾛｳｿｳ  ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ  ﾔﾏﾋﾊﾂ Antidesma japonicum S.& Z. ○

20  ｼﾏﾔﾏﾋﾊﾂ Antidesma pentandrum (Blanco) Merr. ○

21  ｱｶｷﾞ Bischofia javanica Bl. ○

22  ｼﾏｼﾗｷ(ｵｷﾅﾜｼﾞﾝｺｳ) Excoecaria agallocha L. ○

23  ｵｵﾊﾞｷﾞ Macaranga tanarius (L.)Muell.-Arg. ○

24  ﾐｶﾝ  ﾐｶﾝ  ﾊﾏｾﾝﾀﾞﾝ Euodia meliifolia (Hance) Benth. ○

25  ｹﾞｯｷﾂ Murraya paniculata (L.) Jack ○

26  ｻﾙｶｹﾐｶﾝ Toddalia asiatica (L.) Lam. ○

27  ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum ailanthoides S.& Z. ○

28  ﾂﾙｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum scandens Bl. ○

29  ﾆｼｷｷﾞ  ﾆｼｷｷﾞ  ﾏｻｷ Euonymus japonicus Thunb. ○

30  ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ Maytenus diversifolia (Maxim.)Ding Hou ○ Ⅱ 希少

31  ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ  ﾌﾞﾄﾞｳ  ﾃﾘﾊﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis brevipedunculata (Maxim.) Trautv.var.hancei (Planch.)Rehd. ○

32  ｱｵｲ  ｱｵｲ  ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ(ﾔﾏｱｻ) Hibiscus tiliaceus L. ○

33  ｵﾄｷﾞﾘｿｳ  ｵﾄｷﾞﾘｿｳ  ﾌｸｷﾞ Garcinia subelliptica Merr. ○

34  ﾌﾄﾓﾓ  ﾋﾙｷﾞ  ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) Bruguiera gymnorrhiza (L.) Lam. ○

35  ﾒﾋﾙｷﾞ Kandelia candel (L.) Druce ○

36  ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ Rhizophora mucronata Lam. ○

37  ｼｸﾝｼ  ﾓﾓﾀﾏﾅ(ｺﾊﾞﾃｲｼ) Terminalia catappa L. ○

38  ｾﾘ  ｳｺｷﾞ  ｳﾗｼﾞﾛﾒﾀﾞﾗ(ﾀﾗﾉｷ) Aralia elata (Miq.) Seem var.hypoglauca Hatusima,var.nov. ○

39  ｶｷﾉｷ  ｱｶﾃﾂ  ｱｶﾃﾂ Planchonella obovata (R.Br.)Pierre ○

40  ｶｷﾉｷ  ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ Diospyros egbert-walkeri Kosterm. ○ 準

41  ﾘﾝﾄﾞｳ  ｷｮｳﾁｸﾄｳ  ﾐﾌｸﾗｷﾞ(ｵｷﾅﾜｷｮｳﾁｸﾄｳ) Cerbera manghas L. ○

42  ｼｿ  ﾋﾙｶﾞｵ  ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta pentagona Engelm. △

43  ﾉｱｻｶﾞｵ Ipomoea acuminata (Vahl) Roem.& Schult. ○

44  ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ Ipomoea cairica (L.) Sweet △×

45  ﾑﾗｻｷ  ﾌｸﾏﾝｷﾞ Carmona retusa (Vahl) Masamune ○

46  ｸﾏﾂﾂﾞﾗ  ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ Clerodendrum inerme (L.) Gaertn. ○

47  ｼｮｳﾛｳｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum Thunb.var.esculentum Makino ○

48  ﾀｲﾜﾝｳｵｸｻｷﾞ Premna corymbosa (Burm.f.) Rottb.& Willd.var.obtusifolia (R.Br.) Fletcher ○

49  ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ  ﾔﾅｷﾞﾊﾞﾙｲﾗｿｳ Ruellia brittoniana Leonard ×

50  ｱｶﾈ  ｱｶﾈ  ﾍｸｿｶｽﾞﾗ(ﾔｲﾄﾊﾞﾅ) Paederia scandens (Lour.) Merr. ○

51  ｷｷｮｳ  ｷｸ  ｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ(ｱﾜﾕｷｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ) Bidens pilosa L. var.radiata Sch.-Bip. △

52  ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis (Retz.) E.H.Walker △

53  ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta prostrata (L.) L. ○

54  ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ Pluchea indica (L.) Less. ×

55  ｷﾀﾞﾁﾊﾏｸﾞﾙﾏ(ﾄｷﾜﾊﾏｸﾞﾙﾏ) Wedelia biflora (L.) DC. ○

56  ﾀｺﾉｷ  ﾀｺﾉｷ  ｱﾀﾞﾝ(ｱﾀﾞﾝﾉｷ) Pandanus odoratissimus L.f. ○

57  ｲﾈ  ｲﾈ  ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ Brachiaria mutica (Forsk.) Stapf △

58  ｽｽｷ Miscanthus sinensis Anderss. ○

59  ﾊｲｷﾋﾞ Panicum repens L. ○

60  ｻﾜｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum vaginatum Sw. ○

61  ﾖｼ(ｷﾀﾖｼ) Phragmites australis (Cav.) Trin.ex Steud. ○

62  ｿﾅﾚｼﾊﾞ Sporobolus virginicus (L.) Kunth ○

63  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ  ｼｭﾛｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus alternifolius L. var.obtusangulus (Bockel.) T.Koyama ×

64  ｲｿﾃﾝﾂｷ Fimbristylis pacifica Ohwi ○

65  ﾂﾕｸｻ  ﾂﾕｸｻ  ｼﾏﾂﾕｸｻ(ﾊﾀﾞｶﾂﾕｸｻ) Commelina diffusa Burm.f. ○

66  ｼｮｳｶﾞ  ｼｮｳｶﾞ  ｹﾞｯﾄｳ Alpinia zerumbet (Pers.) Burtt& Smith △×

計 25目 34科 66種 － － － ２種 １種
配列は主に「琉球植物目録(1994)」初島住彦・天野鉄夫（沖縄生物学会）に従い作成した。

注1)表中、備考欄の「在来種及び帰化植物等」は、○が在来種、△が帰化種、×が栽培逸出種を表す。
注2)表中、備考欄の「貴重種」は、以下に示した。
1.種の保存：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣(平成4年法律75号)

国内→国内希少野生動植物種(本邦に生息し又は生育する絶滅のおそれのある野生動植物の種)
国際→国際希少野生動植物種(国際的に協力して保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物の種)

2.環境省：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀﾌﾞｯｸ-｣(2000年 環境庁）
ⅠA→絶滅危惧ⅠA類（絶滅の危機に瀕している種-ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）
ⅠB→絶滅危惧ⅠB類（絶滅の危機に瀕している種-ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
 Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類 （絶滅の危険が増大している種-現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合､近い将来「絶滅危惧Ⅰ類｣のランクに移行することが確実と

　　　　考えられるもの）
 準→準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの）

3.沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(1996年 沖縄県)
危惧→絶滅危惧種（絶滅の危機に瀕しているもの) 
危急→危急種（絶滅の危機が増大しているもの）
希少→希少種（現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生育条件の変化によって容易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を有するもの）

種子植物門 被子植物亜門 双子葉植物綱 合弁花亜綱

種子植物門 被子植物亜門 単子葉植物綱

2)貴重種

種の保存 環境省 沖縄県
科名

1)在来種
及び
帰化種等

種子植物門 被子植物亜門 双子葉植物綱 離弁花亜綱

通し
No.

目名
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図6-2　貴重種確認地点及び植物分布状況図

凡例

：確認地点
　種名後の( )内数字は確認株数を示す。

:植物調査範囲

:植生断面図調査ライン(L-1～3）

L-1

L-2

L-3

※出典：地形図(平成13年:国土地理院)
　　　　空中写真(平成15年:国土地理院)

ハリツルマサキ(ニシキギ科)
・高陸地化区域に分布するﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ林内及
　びｷﾞﾝﾈﾑ林内等で確認。
　また、範囲外ではあるが、湿地周辺を囲
　んでいる石積み護岸部分に点在して生育
　していた。
　環境省;絶滅危惧Ⅱ類
　沖縄県;希少種

貴重種

リュウキュウコクタン(カキノキ科)
・高陸地化区域に分布するﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ林内で
　幼木を確認。
　環境省;準絶滅危惧　

貴重種
・高陸地化区域に分布。
　林内には、ｷﾞﾝﾈﾑやｹﾞｯｷﾂ等の二次林で多く
　みられる種のほか、貴重種であるﾊﾘﾂﾙﾏｻｷや
　ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝが確認された。
・海岸域に防潮林として利用されている。
　栽培逸出種

ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ

・湿地環境で僅かに見られた草地の状況。
・一般的に海浜部で見られるｿﾅﾚｼﾊﾞ、ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ﾊﾏﾏﾂﾅ等
　が生育。また、ﾋﾙｷﾞ類の低木が点在していた。

・湿地環境に分布するﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林の状況。
・生育するﾋﾙｷﾞ類はﾒﾋﾙｷﾞ、ｵﾋﾙｷﾞ、ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞの3種類であった。
　

林内

ｷﾞﾝﾈﾑ
・高陸地化区域に分布。
　林内には、貴重種であるﾊﾘﾂﾙﾏｻｷが確認さ
　れた。
・二次林として、主に荒地や耕作地跡、道路
　脇等に生育。
　栽培逸出種

・低陸地化区域に分布。
・海岸低木林の主な構成種であり、
　防潮林の役目を持つ。

ｱﾀﾞﾝ

・湿地環境に広く分布するﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林に生育し、ﾋﾙｷﾞ類3種の仲で、最も広く分布。
　また、緩衝区域の小規模な水路などに帯状に分布するほか、ﾖｼ群落やﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ群落内に小群生
　又は点在して生育していた。
・葉は長楕円形で丸く、表面は光沢がある。

ﾒﾋﾙｷﾞ 花
・湿地環境に広く分布するﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林に生育するほか、緩衝区域の背
　の低いﾖｼ群落やﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ群落内で僅かに生育していた。
・葉は、長楕円形で先がとがり、根の形態は膝根。

ｵﾋﾙｷﾞ 花

ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ 種子
・湿地環境に広く分布するﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林に生育。
　個体数は、ﾒﾋﾙｷﾞ、ｵﾋﾙｷﾞに比べ少なかった。
・葉は超楕円形で先はにぶくとがり、支柱根とよばれる気根が幹から
　多数垂れ下がる。

・陸地化が進行した緩衝区域及び低陸地化区域にﾖｼとともに広く分布。
　また、湿地環境内においても土砂の堆積がやや進行した場所やｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺの
　塚により、地盤高の高くなった場所で僅かに見られた。
　栽培逸出種

ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ

・陸地化が進行した緩衝区域及び低陸地区域に広く
　分布するほか、湿地環境のﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林林縁部で僅
　かに確認された。

ﾖｼ

・低陸地化区域に広く分布する草地の状況。
・ﾖｼやﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸが広く分布するほか、ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳやｱﾀﾞﾝ、ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ、
　ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ等の木本類やｽｽｷやﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ、ﾊｲｷﾋﾞ等の草本類が生育して
　いた。また、ﾒﾋﾙｷﾞが僅かに確認された。

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(1)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(2)
ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ(2)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(4)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(1)
ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ(2)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(1)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(8)
ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ(1)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(1)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(1)

ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ(5)
ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ(15)
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(2)植生調査

①植生調査（群落組成調査）

植生調査は、比屋根湿地内に 地点を設けて行い、 群落に区分した。その群65 19
落区分一覧表を表 - に示した。各地点の群落組成表一覧を表 - 、各群落組成表6 5 6 7
一覧を表 - ①～⑲に示した。6 8

植生調査を行った結果、 の群落について識別することができた。そのうち、在19
来種を優占種とする群落は、塩湿地でみられる木本類のメヒルギ群落、オヒルギ群

落、ヤエヤマヒルギ群落、ヒルギ混合群落及び草本類のソナレシバ群落、ハママツ

、 、 。 、ナ群落 ミルスベリヒユ群落 ヨシ群落 海岸の低木林とされるオオハマボウ群落

アダン群落、イボタクサギ群落。河川等の湿地環境にみられるシマツユクサ群落。

荒れ地や林縁部等でみられるススキ群落、ノアサガオ群落の 群落であった。14
外来種を優占とする群落は、防風・防潮林として良く利用されるトキワギョリュ

ウ（モクマオウ科）群落。栽培逸出種とされるギンネム群落、ヒイラギギク群落、

パラグラス群落のほかツル 群落（現在同定中）の５群落であった。SP

表6-5 植生区分

区分 群落名 植生調査地点№

7.11.14.18.20.29.30.31.38.59塩湿地 メヒルギ群落a.
19b.ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ)群落
54c.ヤエヤマヒルギ群落
3.4.12.13.15.21.23.27.55.56d.ヒルギ混合群落
1.10.16e.ソナレシバ群落
9f.ハママツナ群落
2.8g.ミルスベリヒユ群落
5.6.22.28.33.34.36.41.42.46.60.62h.ヨシ群落
43.50海岸低木林 イボタクサギ群落i.
45j.アダン群落
52k.オオハマボウ群落
49湿地 シマツユクサ群落l.
65草地 ススキ群落m.
24n.ノアサガオ群落
25樹林（栽培及び逸出） ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ(ﾓｸﾏｵｳ)群落o.
37低木林（栽培逸出） ギンネム群落p.
17.26.32.35.39.40.44.53.58.61.63q.ヒイラギギク群落
47.51.64草地（帰化） パラグラス群落r.
48s.ツルＳＰ

※塩湿地、海岸低木林、湿地、草地の群落名は優占種名で在来種である。

※樹林、低木林、草地の群落名は優占種名で帰化種である。

また、各群落毎の分布面積を表 - に示した。6 6
、 、 、比屋根湿地の面積は ㎡となっており 県総合運動公園側のメヒルギ群落31,371

オヒルギ群落、ヤエヤマヒルギ群落、ヒルギ混合群落のヒルギ林が最も広い面積を

31.1 25.5% 21.5占め ％で、そのうちメヒルギ群落が を占めていた。次にヨシ群落の

、 、 （ ）％ ヒイラギギク群落の ％ 僅かにヒルギ類の幼木がみられた無植生域 干潟20.8
の ％を含めると全体の ％を占めていた。13.4 86.8

表6-6 群落毎の面積

区分 群落名 面積（㎡） 比率（％）

a. 8,008.1 25.5塩湿地 メヒルギ群落
b. 620.7 2.0ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ)群落
c. 153.2 0.5ヤエヤマヒルギ群落
d. 970.2 3.1ヒルギ混合群落

9,752.2 31.1小計
e. 317.7 1.0ソナレシバ群落
f. 150.5 0.5ハママツナ群落
g. 79.0 0.3ミルスベリヒユ群落
h. 6,747.6 21.5ヨシ群落
i. 1,124.3 3.6海岸低木林 イボタクサギ群落
j. 31.8 0.1アダン群落
k. 78.4 0.2オオハマボウ群落
l. 31.3 0.1湿地 シマツユクサ群落
m. 87.9 0.3草地 ススキ群落
n. 54.3 0.2ノアサガオ群落
o. 829.0 2.6樹林 栽培及び逸出 ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ(ﾓｸﾏｵｳ)群落（ ）
p. 281.1 0.9低木林 栽培逸出種 ギンネム群落（ ）
q. 6,533.9 20.8ヒイラギギク群落
r. 789.0 2.5草地（帰化） パラグラス群落
s. 264.3 0.8ツルＳＰ

4,219.0 13.4無植生域（干潟）
31,371.3 100.0計

※塩湿地、海岸低木林、湿地、草地の群落名は優占種名で在来種である。

※樹林、低木林、草地の群落名は優占種名で帰化種である。

※無植生域（干潟）と区分したが一部で僅かにヒルギ類の実生等がみられる。
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群落区分を行った19群落について各群落毎の概要を以下に示した。

「 、 、 、 、 、 、 、 、 」a. メヒルギ群落 調査地点：№7 11 14 18 20 29 30 38 59の10地点

河口の感潮域や内湾の最奥部などの塩泥湿地に成立する群落で、比屋根湿地の比

屋根第二雨水幹線延長水路から南側の県総合運動公園側に分布がみられた。 ヒル

ギ類として他にオヒルギ群落、ヤエヤマヒルギ群落、これらの混合群落を区分した

が、ヒルギの分布の中で最も広い面積を占めていた。

、 、 、 。相観は 低木林と草本からなり 低木林が７地点 草本が３地点で調査を行った

低木林は、低木層と草本層に分化がみられ、樹冠部をメヒルギが優占し生育してい

た。

低木層の高さ ｍ～ ｍ、植被率 ～ ％で地点の地盤高によりアカバナ1.2 3.9 50 70
ヒルギ（オヒルギ 、ヒイラギギク、ヨシなども生育する場所があった。）

草本層の高さ ｍ～ ｍ 植被率５％～ ％でメヒルギやアカバナヒルギ オ0.3 0.7 90、 （

ヒルギ）の幼樹、ソナレシバ、ミルスベリヒユ、ハママツナなどの草本類が所によ

りみられた。

また、草本は高さ ｍ～ ｍ、植被率 ％～ ％でメヒルギが樹冠部を構0.25 0.9 80 100
成しておりソナレシバの被度の高い地点がみられたほかハママツナ、ミルスベリヒ

ユなどが生育していた。

「 」b. アカバナヒルギ オヒルギ 群落（ ） 調査地点：№19の１地点

メヒルギ同様、河口の感潮域や内湾の最奥部などの塩泥湿地に成立する群落で、

比屋根湿地の比屋根第二雨水幹線延長水路から南側の県総合運動公園側に分布がみ

られた。

低木林で低木層と草本層に分化がみられ、低木層の高さ ｍ、植被率 ％、3.8 90
草本層の高さ１ｍ、植被率 ％でいずれの階層もアカバナヒルギ（オヒルギ）の70
みが生育していた。

「 」c. ヤエヤマヒルギ群落 調査地点：№54の１地点

メヒルギ同様、河口の感潮域や内湾の最奥部などの塩泥湿地に成立する群落で、

比屋根湿地の比屋根第二雨水幹線延長水路から南側の県総合運動公園側に分布がみ

られた。

（ 、 ） 、 、低木林で低木層 第一 第二 と草本層に分化がみられ 第一低木層の高さ ｍ4.7
植被率 ％でヤエヤマヒルギのみが出現した。第二低木層の高さ ｍ、植被率40 3.6
％でヤエヤマヒルギが優占するほかメヒルギ、アカバナヒルギ（オヒルギ）が70
みられた。草本層の高さ ｍ、植被率５％と低く上木層の幼樹がみられた。0.6

d. ヒルギ混合群落

「 、 、 、 、 、 、 、 、 、 」調査地点：№3 4 12 13 15 21 23 27 55 56の10地点

樹冠にメヒルギ、アカバナヒルギ（オヒルギ 、ヤエヤマヒルギが混在し、区分）

が明確でない林分をヒルギ混合群落として取り扱った。

（ 、 ） （ 、 ） 。低木林であり低木層 第一 第二 と草本層 第一 第二 に分化が認められた

第一低木層の高さ ｍ～ ｍ、植被率 ％～ ％でメヒルギ、アカバナヒ2.3 5.3 45 80
ルギ（オヒルギ）のほかヤエヤマヒルギなどが生育していた。

第二低木層の高さ ｍ～ ｍ、植被率 ％～ ％でアカバナヒルギ（オヒ1.2 3.4 30 100
ルギ）やメヒルギが生育していた。

第一草本層の高さ１ｍ、植被率 ％～ ％でアカバナヒルギ（オヒルギ 、メ15 100 ）

ヒルギなどが生育していた。

第二草本層の高さ ｍ～ ｍ、植被率５％～ ％で上木層の幼樹のほか草本0.3 0.8 30
類のソナレシバ、ハママツナ、ミルスベリヒユが生育する場所がみられた。

「 、 、 」e. ソナレシバ群落 調査地点：№1 10 16の３地点

海岸などの感潮域に成立する群落でヒルギ林のやや陸地化した砂礫地や泥湿地で

小規模あるいは帯状の分布がみられた。

草本層の１階層で高さ ｍ～ ｍ、植被率 ～ ％でソナレシバが高い被0.35 0.5 90 100
度を示し、ハママツナ、シロミルスベリヒユ、ミルスベリヒユ、イソテンツキが生

育していた。

「 」f. ハママツナ群落 調査地点：№9の１地点

ソナレシバ同様に海岸などの感潮域に成立する群落でヒルギ林のやや陸地化した

砂礫地や泥湿地で小規模あるいは帯状の分布がみられた。

草本層の１階層で高さ ｍ、植被率 ％でハママツナが高い被度を示し、ソ0.45 70
ナレシバ、ミルスベリヒユがわずかであるが出現した。

「 、 」g. ミルスベリヒユ群落 調査地点：№2 8の２地点

ソナレシバ同様に海岸などの感潮域に成立する群落でヒルギ林のやや陸地化した

砂礫地や泥湿地で小規模あるいは帯状の分布がみられた。

草本層の１階層で高さ ｍ～ ｍ、植被率 ％～ ％で草本類のミルスベ0.35 0.8 70 100
リヒユが優占し出現したほか、ソナレシバ、ハママツナ、シロミルスベリヒユ、オ

オアレチノギク、木本類のメヒルギの実生が生育していた。

h. ヨシ群落

「 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 」調査地点：№5 6 22 28 33 34 36 41 42 57 60 62の12地点

海岸平野に多く分布し、淡水性及び汽水性の湿地に群落を形成している。比屋根

第二雨水幹線延長水路付近から北側の市街地側に分布する。

草本層の第一草本と第二草本の２階層に分化がみられ、地盤高の違いにより第二

草本層の生育種に違いが認められる。

第一草本層の高さ ｍ～ ｍ、植被率 ％～ ％で草本類のヨシが優占し1.3 2.0 20 70
た。

第二草本層の高さ ｍ～ ｍ、植被率１％～ ％で地点によりハママツナ、0.4 1.2 100
ハイキビ、サワスズメノヒエ、ソナレシバなどがそれぞれ優占する。そのほかに、
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草本類のミルスベリヒユ、ヨシ、オオアレチノギク、木本類のヒイラギギク、メ

ヒルギ、アカバナヒルギ（オヒルギ 、イボタクサギなどがわずかに出現した。）

「 、 、 」i. イボタクサギ群落 調査地点：№43 46 50の３地点

海岸平野に多く分布し、淡水性及び汽水性の湿地に群落を形成している。比屋根

湿地の北側に中規模に分布しており、低木と草本に区別され、低木は低木層の１階

層、草本は第一草本、第二草本の２階層に分化がみられた。

低木層の高さ ｍ、植被率 ％でイボタクサギが高被度に生育し、栽培逸出3.8 100
種であるツルＳＰが広がるほかヨシがわずかにみられた。

草本層の第一草本では高さ ｍ～ ｍ、植被率５％～ ％とやや低く、ヨシ1.9 2.1 20
がみられるほか、わずかに栽培逸出種であるモミジバヒルガオが生育していた。

「 」j. アダン群落 調査地点：№45の１地点

主に海岸の安定した砂地に群落を形成し海岸線に分布する。比屋根湿地の北側に

わずかであるが小規模に分布していた。

低木層の１階層でアダンが優占するほか、ツル生殖物のモミジバヒルガオ、

ツルｓｐ、いね科のヨシが生育していた。

「 」k. オオハマボウ群落 調査地点：№52の１地点

海岸の安定した砂浜や河川沿いなどに分布し、比屋根湿地の北側にわずかである

が小規模に分布がみられた。

低木層と草本層（第一草本、第二草本）に分化し、５種が出現した。

低木層の高さ４ｍ、植被率 ％でオオハマボウが優占するほか、栽培逸出種の80
モミジバヒルガオ、イネ科植物のヨシがわずかに生育していた。

第一草本層の高さ ｍ、植被率 ％でヨシがやや優占したほかモミジバヒル1.8 20
ガオ、オオハマボウがわずかに出現した。

第二草本の高さ ｍ、植被率５％と低く、ヨシ、ヒイラギギク、モミジバヒル0.8
ガオ、ヤマグワが出現した。

「 」l. シマツユクサ群落 調査地点：№49の１地点

河川沿いや淡水性の湿地に群落を形成する場合が多く、比屋根湿地の北側側溝開

口部付近で小規模の分布がみられた。

第一草本層と第二草本層の分化がみられ、第一草本層の高さ ｍ、植被率 ％1.3 10
でヨシや栽培逸出種のパラグラスがわずかに生育していた。

第二草本層の高さ ｍ、植被率 ％でシマツユクサが高被度に優占するほかノ0.6 100
アサガオ、つるｓｐ、パラグラス、ヨシ、イボタクサギがわずかに出現した。

「 」m. ススキ群落 調査地点：№65の１地点

海岸から山地の空き地や放棄畑に侵入する遷移途中段階の群落で比屋根湿地では

浚渫土砂で盛土となった場所にわずかであるが帯状の分布がみられた。

第一草本層の高さ ｍ、植被率 ％でススキが高被度に生育していた。2.3 90
第二草本層の高さ１ｍ、植被率１％程度でヒイラギギク、ハイシロノセンダング

サがわずかであるが生育していた。

「 」n. ノアサガオ群落 調査地点：№24の１地点

海岸近くから山地の林縁部や路傍などに群落がみられ、比屋根湿地のオヒルギ群

落背後から道路の擁壁間にある地盤の高くなった所にマント状に生育していた。

草本層の１階層で高さ ｍ、植被率 ％でノアサガオが高被度に優占するほ1.3 100
かパラグラス、ヨシがわずかに出現した。

「 」o. トキワギョリュウ モクマオウ 群落（ ） 調査地点：№25の１地点

砂防・防風などの利用目的で導入された植物で比屋根湿地の北側にある陸地化が

最も進んだ場所に生育していた。

比屋根湿地の中で最も樹高が高く高木林で４階層に分化がみられた。

高木層の高さ ｍ、植被率 ％でトキワギョリュウ（モクマオウ）の１種で占14 50
めていた。

亜高木層の高さ ｍ、植被率 ％でトキワギョリュウ（モクマオウ）のほかモ10 15
ミジバヒルガオがわずかに出現した。

低木層の高さ５ｍ、植被率 ％でギンネムが高被度に出現したほかモミジバヒ70
ルガオ、ゲッキツ、アカテツがわずかにみられた。

草本層の高さ ｍ、植被率 ％でゲッキツが高被度に出現しヤマグワ、イン1.7 75
ドシャリンバイ、リュウキュウコクタン、ゲットウなど 種が出現した。18

「 」p. ギンネム群落 調査地点：№37の１地点

緑肥植物として導入された種であるが野生化し各地に分布がみられる。比屋根湿

地北側の宅地境界にある擁壁付近やトキワギョリュウ（モクマオウ）群落の林縁で

わずかであるが分布がみられた。

低木林で低木層と草本層の２階層に分化がみられ 種が出現した。11
低木層の高さ ｍ、植被率 ％でギンネムが高被度で出現し、ヤマグワ、パ4.3 80
ラグラス、モミジバヒルガオなどが出現した。

草本層の高さ ｍ、植被率 ％でパラグラスが高被度で出現したほかイボタ1.5 100
クサギ、ヤマグワ、モミジバヒルガオ、ゲッキツ、ギンネム、ハリツルマサキ、フ

クマンギが出現した。

q. ヒイラギギク群落

「 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 」調査地点：№17 26 32 35 39 40 44 53 58 61 63の11地点

ヒイラギギクは栽培逸出種で比屋根湿地の中に生育地を拡大しつつある。 草

本層の第一草本及び第二草本に分化がみられ、２～４種が出現した。

第一草本層の高さ ｍ～ ｍ、植被率 ％～ ％でヒイラギギクが高被度1.2 3.2 10 100
に出現し、ヨシ、ハママツナ、モミジバヒルガオ、イボタクサギが生育していた。
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第二草本層の高さ ｍ～ ｍ、植被率５％～ ％でヒイラギギクのほかヨ0.4 1.5 100
シ、ソナレシバ、イボタクサギ、モミジバヒルガオ、シロノセンダングサ、サワス

ズメノヒエが出現した。

「 、 、 」r. パラグラス群落 調査地点：№47 51 64の３地点

牧草として導入されたが河川や湿地などに野生化している。比屋根湿地の西側の

道路擁壁付近の盛土部分に分布がみられ、草本層の第一草本層及び第二草本層に分

化がみられる。

第一草本層の高さ ｍ～ ｍ、植被率 ％～ ％でパラグラスが優占し、1.8 2.3 50 100
、 、 、 、 。ヨシ モミジバヒルガオ ツルｓｐ ノアサガオ シロノセンダングサが出現した

第二草本層の高さ ｍ、植被率 ％～ ％でパラグラスが出現したほかシロ0.8 30 90
、 、 、 、 、 、ノセンダングサ ヨシ モミジバヒルガオ ノアサガオ ツルｓｐ シマツユクサ

シュロガヤツリがみられた。

「 」s. ツルＳＰ群落 調査地点：№48の１地点

栽培逸出種であるが現在同定中である。比屋根湿地の北側の側溝開口付近にみら

れマント状に分布する。

草本層の第一草本層及び第二草本層に分化がみられる。

第一草本層の高さ ｍ、植被率 ％でツルｓｐとヨシがわずかに生育する。1.6 10
第二草本層の高さ ｍ、植被率 ％でツルｓｐが高被度に出現するほかイボ0.9 80
タクサギ、シマツユクサがわずかに生育する。

6-10



表6-７　 群落組成表(比屋根湿地全体)

b c f j k l m n o p s

ｱｶﾊﾞﾅ
ﾋﾙｷﾞ
ﾔｴﾔﾏﾋ
ﾙｷﾞ

ﾊﾏﾏﾂﾅ ｱﾀﾞﾝ
ｵｵﾊﾏ
ﾎﾞｳ
ｼﾏﾂﾕｸ
ｻ
ｽｽｷ
ﾉｱｻ
ｶﾞｵ

ﾄｷﾜ
ｷﾞｮﾘｭ
ｳ
ｷﾞﾝﾈﾑ ﾂﾙsp

調査区番号　　　　　　　 （№） 7 11 14 18 20 29 30 31 38 59 19 54 3 4 12 13 15 21 23 27 55 56 1 10 16 9 2 8 5 6 22 28 33 34 36 41 42 57 60 62 43 46 50 45 52 49 65 24 25 37 17 26 32 35 39 40 44 53 58 61 63 47 51 64 48
調査日 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/23 8/23 8/23 8/24 8/30 8/19 8/30 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/18 8/23 8/30 8/30 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/18 8/23 8/23 8/23 8/23 8/24 8/24 8/30 8/30 8/30 8/24 8/24 8/24 8/24 8/24 8/24 9/12 8/18 8/22 8/24 8/17 8/23 8/23 8/23 8/24 8/24 8/24 8/24 8/30 8/30 8/30 8/24 8/24 8/30 8/24
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.86 0.61 0.74 0.78 0.78 0.73 0.80 0.73 0.49 0.90 0.58 0.26 0.63 0.58 0.60 0.68 0.11 0.54 0.83 0.74 0.70 0.74 0.69 0.74 0.81 0.85 0.66 0.86 0.70 0.71 0.85 0.81 0.79 0.79 0.77 0.94 0.95 0.95 0.85 0.87 1.00 1.07 1.11 1.01 0.99 1.22 1.47 0.96 1.30 1.95 0.98 0.77 0.86 0.90 0.92 0.95 1.01 0.97 0.89 1.20 0.91 1.28 1.10 0.31 0.64
方位 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - SW - - - - - - - - - - - - - - - - - -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 1 2 4 4 25 25 9 25 9 9 25 25 4 2 9 25 25 25 24 15 9 9 1 1 1 1 1 4 9 4 9 4 4 4 4 9 9 4 9 9 9 9 25 20 25 9 6 4 100 15 4 4 9 4 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 14 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 10 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 15 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

低木層（Ｓ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） ・ ・ ・ ・ 3.2 3 ・ 3.9 3.1 ・ 3.8 4.7 ・ ・ ・ 2.7 3.6 2.8 5.3 2.3 ・ 2.5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3.8 2.6 4.0 ・ ・ ・ 5 4.3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
低木層（Ｓ-Ⅰ）の植被率　（％） ・ ・ ・ ・ 70 70 ・ 70 50 ・ 90 40 ・ ・ ・ 70 80 45 80 60 ・ 80 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 100 80 ・ ・ ・ 70 80 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
低木層（Ｓ-Ⅰ）の出現数  （種） ・ ・ ・ ・ 1 1 ・ 1 1 ・ 1 1 ・ ・ ・ 2 2 3 3 2 ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 4 3 ・ ・ ・ 4 8 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
低木層（Ｓ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） ・ ・ 1.2 ・ 1.4 1.6 1.2 2.0 2.0 1.8 1.8 3.6 ・ 1.2 1.8 1.2 2.0 1.7 3.4 1.8 2.2 1.6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
低木層（Ｓ-Ⅱ）の植被率  （％） ・ ・ 50 ・ 5 20 50 40 70 70 10 70 ・ 100 90 30 40 50 50 50 80 40 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
低木層（Ｓ-Ⅱ）の出現数  （種） ・ ・ 2 ・ 2 2 3 2 2 3 1 3 ・ 2 2 2 2 2 2 2 2 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 0.9 ・ ・ 1.0 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.0 ・ 1.0 ・ ・ ・ ・ ・ 1.0 1.0 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2.0 1.5 1.9 1.3 1.6 1.3 1.3 1.8 1.7 1.5 1.4 1.8 2.1 1.9 ・ ・ 1.8 1.3 2.3 1.3 1.7 1.5 1.5 1.2 1.8 1.2 2.1 1.9 3.2 2.0 2.6 1.9 2.1 2.3 2.3 1.8 1.6
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 20 ・ ・ 80 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 70 ・ 100 ・ ・ ・ ・ ・ 15 40 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 70 75 70 20 40 40 30 40 40 20 40 70 20 5 ・ ・ 20 10 90 100 75 100 70 80 90 90 100 100 100 10 100 90 80 70 70 50 10
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 1 ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ 2 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 ・ ・ 3 2 1 3 18 8 1 4 3 3 2 2 4 1 2 2 2 5 3 3 2
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 0.25 0.6 0.3 ・ 0.6 0.7 0.6 0.7 0.5 0.6 ・ 0.6 ・ 0.3 0.5 0.7 0.6 0.8 ・ ・ 0.6 0.6 0.35 0.4 0.5 0.45 0.35 0.8 0.8 0.4 0.7 0.6 0.5 0.6 0.5 1.2 0.8 0.8 0.6 0.7 1.4 1.3 ・ ・ 0.8 0.6 1.5 ・ ・ ・ 0.4 ・ ・ 0.6 ・ ・ 0.8 1.5 1.0 ・ 1.0 0.8 0.8 0.8 0.9 出
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 95 100 90 ・ 5 10 70 10 5 40 ・ 5 ・ 5 30 30 10 10 ・ ・ 30 20 100 90 100 70 100 70 30 5 40 100 70 65 70 90 100 100 70 1 90 100 ・ ・ 5 100 1 ・ ・ ・ 5 ・ ・ 5 ・ ・ 20 100 5 ・ 10 80 30 90 80 現
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 2 5 4 ・ 2 3 3 2 1 2 ・ 3 ・ 1 3 5 2 3 ・ ・ 2 2 3 3 3 3 4 5 3 2 4 3 2 1 2 2 4 3 3 1 2 5 ・ ・ 4 6 2 ・ ・ ・ 1 ・ ・ 2 ・ ・ 4 3 2 ・ 1 5 5 2 4 回

2 5 5 5 2 3 6 2 2 3 1 3 4 2 3 5 2 3 3 2 2 2 3 3 3 3 4 5 4 3 4 4 3 2 3 3 4 4 3 2 3 5 3 4 5 6 3 3 20 11 2 4 3 3 2 2 4 3 3 2 2 6 5 3 4 数
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S-Ⅰ.16 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
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H-Ⅱ.66 ﾂﾙsp ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ 5･5 4
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H-Ⅰ.36 ｹﾞｯｷﾂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4･4 +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅰ.45 ｹﾞｯﾄｳ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
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H-Ⅱ.64 ﾊｲｷﾋﾞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･2 4･4 4･4 ・ ・ ・ 2･2 3･3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5
H-Ⅱ.77 ﾊｲｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.39 ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅰ.49 ﾌｸｷﾞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.52 ﾌｸﾏﾝｷﾞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.50 ﾏｻｷ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
T2.3 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
S-Ⅰ.8 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 +･2 ・ ・ ・ + +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3
H-Ⅰ.27 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ + +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ +･2 + ・ 7
H-Ⅱ.65 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3･3 ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ 4
H-Ⅰ.51 ﾓﾓﾀﾏﾅ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
S-Ⅰ.15 ﾔﾏｸﾞﾜ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.37 ﾔﾏｸﾞﾜ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･2 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.76 ﾔﾏｸﾞﾜ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.44 ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
※高木層（T1）、亜高木層（T2)、低木層（S-Ⅰ)、低木層（S-Ⅱ）、草本層（H-Ⅰ)、草本層（H-Ⅱ)

（群落名）
a：メヒルギ群落 f：ハママツナ群落 ｋ：オオハマボウ群落 ｐ：ギンネム群落
b：アカバナヒルギ(オヒルギ)群落 ｇ：ミルスベリ群落 ｌ：シマツユグサ群落 ｑ：ヒイラギ群落
c：ヤエヤマヒルギ群落 ｈ：ﾖｼ群落 ｍ：ススキ群落 ｒ：パラグラス群落
d：ヒルギ混合群落 i：イボタクサギ群落 n：ノアサガオ群落 ｓ：ツルSP
e：ソナレシバ群落 ｊ：アダン群落 o：トキワギョリュウ群落

地区名
ﾖｼ ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽﾒﾋﾙｷﾞ ﾋﾙｷﾞ混合 ｿﾅﾚｼﾊﾞ ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ

出現種数　　　　　　　　 （種）

h i q

亜高木層（Ｔ2）の高さ 　 （ｍ）
亜高木層（Ｔ2）の植被率　（％）

高木層（Ｔ1）の高さ　　　（ｍ）
高木層（Ｔ1）の植被率　　（％）
高木層（Ｔ1）の出現数　　（種）

亜高木層（Ｔ2）の出現数  （種）

ra d e g
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表6-8① 群落組成表(a.メヒルギ群落)

地区名
調査区番号　　　　　　　 （№） 7 11 14 18 20 29 30 31 38 59
調査日 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/23 8/23 8/23 8/24 8/30
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.86 0.61 0.74 0.78 0.78 0.73 0.80 0.73 0.49 0.90
方位 - - - - - - - - - -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - - - - - - - - -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 1 2 4 4 25 25 9 25 9 9
低木層（Ｓ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） ・ ・ ・ ・ 3.2 3 ・ 3.9 3.1 ・
低木層（Ｓ-Ⅰ）の植被率 （％） ・ ・ ・ ・ 70 70 ・ 70 50 ・
低木層（Ｓ-Ⅰ）の出現数  （種） ・ ・ ・ ・ 1 1 ・ 1 1 ・
低木層（Ｓ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） ・ ・ 1.2 ・ 1.4 1.6 1.2 2.0 2.0 1.8
低木層（Ｓ-Ⅱ）の植被率  （％） ・ ・ 50 ・ 5 20 50 40 70 70
低木層（Ｓ-Ⅱ）の出現数  （種） ・ ・ 2 ・ 2 2 3 2 2 3
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 0.9 ・ ・ 1.0 ・ ・ ・ ・ ・ ・
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率 （％） 20 ・ ・ 80 ・ ・ ・ ・ ・ ・
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数 （種） 1 ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 0.25 0.6 0.3 ・ 0.6 0.7 0.6 0.7 0.5 0.6 出
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率 （％） 95 100 90 ・ 5 10 70 10 5 40 現
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数 （種） 2 5 4 ・ 2 3 3 2 1 2 回

2 5 5 5 2 3 6 2 2 3 数
低木層（Ｓ-Ⅰ）
S-Ⅰ.1 ﾒﾋﾙｷﾞ ・ ・ ・ ・ 4･4 4･4 ・ 4･4 3･3 ・ 4
低木層（Ｓ-Ⅱ）
S-Ⅱ.2 ﾒﾋﾙｷﾞ ・ ・ 3･3 ・ +･2 +･2 3･3 +･2 3･3 4･4 7
S-Ⅱ.3 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) ・ ・ 1･2 ・ + 2･2 +･2 3･3 ・ ・ 5
S-Ⅱ.4 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 1･2 2
S-Ⅱ.5 ﾖｼ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 ・ ・ +･2 2
草本層（Ｈ-Ⅰ）
H-Ⅰ.6 ﾒﾋﾙｷﾞ 2･2 ・ ・ 4･4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅰ.7 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.8 ﾊﾏﾏﾂﾅ ・ ・ ・ 2･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.9 ｿﾅﾚｼﾊﾞ ・ ・ ・ 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.10 ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ ・ ・ ・ 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.11 ﾒﾋﾙｷﾞ + 2･2 + ・ +･2 + ・ 1･2 +･2 3･3 8
H-Ⅱ.12 ｿﾅﾚｼﾊﾞ 5･5 4･4 5･5 ・ ・ ・ 2･2 ・ ・ ・ 4
H-Ⅱ.13 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) ・ +･2 ・ ・ +･2 1･2 ・ +･2 ・ ・ 4
H-Ⅱ.14 ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ ・ 1･2 + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ 3
H-Ⅱ.15 ﾊﾏﾏﾂﾅ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ 4･4 ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.16 ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.17 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1

表6-8② 群落組成表(b.アカバナヒルギ(オヒルギ群落)) 表6-8③ 群落組成表(c.ヤエヤマヒルギ群落)

地区名 b 地区名 c
調査区番号　　　　　　　 （№） 19 調査区番号 　　　　　　 （№） 54
調査日 8/19 調査日 8/30
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.58 海抜 　　　　　　　　 　（ｍ） 0.26
方位 - 方位 -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - 傾斜角度 　　　　　　　 （°） -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 25 調査区面積 　　　　　 　（㎡）　 25
低木層（Ｓ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 3.8 低木層（Ｓ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 4.7
低木層（Ｓ-Ⅰ）の植被率 （％） 90 低木層（Ｓ-Ⅰ）の植被率　（％） 40
低木層（Ｓ-Ⅰ）の出現数  （種） 1 低木層（Ｓ-Ⅰ）の出現数  （種） 1
低木層（Ｓ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 1.8 低木層（Ｓ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 3.6
低木層（Ｓ-Ⅱ）の植被率  （％） 10 低木層（Ｓ-Ⅱ）の植被率  （％） 70
低木層（Ｓ-Ⅱ）の出現数  （種） 1 低木層（Ｓ-Ⅱ）の出現数  （種） 3
草本層（Ｈ）の高さ　   　（ｍ） 1.0 草本層（Ｈ）の高さ　   　（ｍ） 0.6
草本層（Ｈ）の植被率   　（％） 70 草本層（Ｈ）の植被率　   （％） 5
草本層（Ｈ）の出現数　   （種） 1 草本層（Ｈ）の出現数　   （種） 3
出現種数　　　　　　　　 （種） 1 出現種数 　　　　　　　 （種） 3
低木層（Ｓ-Ⅰ） 低木層（Ｓ-Ⅰ）
S-Ⅰ.1 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) 5･5 S-Ⅰ. ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ 3･3
低木層（Ｓ-Ⅱ） 低木層（Ｓ-Ⅱ）
S-Ⅱ.2 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) 1･2 S-Ⅱ.2ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ 3･3
草本層（Ｈ） S-Ⅱ.3ﾒﾋﾙｷﾞ 2･2
H-Ⅰ ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) 4･4 S-Ⅱ.4ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) 1･2

草本層（Ｈ）
H.5 ﾒﾋﾙｷﾞ +･2
H.6 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) +･2
H.7 ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ +

出現種数　　　　　　　　 （種）

a

表6-8④ 群落組成表(d.ヒルギ混合群落) 表6-8⑤ 群落組成表(e.ソナレシバ群落)

地区名 地区名
調査区番号　　　　　　　 （№） 3 4 12 13 15 21 23 27 55 56 調査区番号　　　　　　　 （№） 1 10 16
調査日 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/17 8/18 8/23 8/30 8/30 調査日 8/17 8/17 8/17
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.63 0.58 0.60 0.68 0.11 0.54 0.83 0.74 0.70 0.74 海抜 　　　　　　　　 　（ｍ） 0.69 0.74 0.81
方位 - - - - - - - - - - 方位 - - -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - - - - - - - - - 傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 4 2 9 25 25 25 24 15 9 9 調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 1 1 1
低木層（Ｓ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） ・ ・ ・ 2.7 3.6 2.8 5.3 2.3 ・ 2.5 草本層（Ｈ）の高さ　　   （ｍ） 0.35 0.4 0.5 出
低木層（Ｓ-Ⅰ）の植被率　（％） ・ ・ ・ 70 80 45 80 60 ・ 80 草本層（Ｈ）の植被率　   （％） 100 90 100 現
低木層（Ｓ-Ⅰ）の出現数  （種） ・ ・ ・ 2 2 3 3 2 ・ 2 草本層（Ｈ）の出現数   　（種） 3 3 3 回
低木層（Ｓ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） ・ 1.2 1.8 1.2 2.0 1.7 3.4 1.8 2.2 1.6 出現種数　　　　　　　　 （種） 3 3 3 数
低木層（Ｓ-Ⅱ）の植被率  （％） ・ 100 90 30 40 50 50 50 80 40 草本層（Ｈ）
低木層（Ｓ-Ⅱ）の出現数  （種） ・ 2 2 2 2 2 2 2 2 1 H-Ⅱ. ｿﾅﾚｼﾊﾞ 5・5 5･5 5･5 3
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 1.0 ・ ・ ・ ・ ・ 1.0 1.0 ・ ・ H-Ⅱ.2ﾊﾏﾏﾂﾅ + 1･1 + 3
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 100 ・ ・ ・ ・ ・ 15 40 ・ ・ H-Ⅱ.3ｼﾛﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ + ・ ・ 2
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 4 ・ ・ ・ ・ ・ 2 2 ・ ・ H-Ⅱ.4ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ ・ + ・ 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） ・ 0.3 0.5 0.7 0.6 0.8 ・ ・ 0.6 0.6 出 H-Ⅱ.5ｲｿﾃﾝﾂｷ ・ ・ + 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） ・ 5 30 30 10 10 ・ ・ 30 20 現
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） ・ 1 3 5 2 3 ・ ・ 2 2 回

4 2 3 5 2 3 3 2 2 2 数
低木層（Ｓ-Ⅰ）
S-Ⅰ.1 ﾒﾋﾙｷﾞ ・ ・ ・ 3･3 4･4 2･2 3･3 3･3 ・ 4･4 6
S-Ⅰ.2 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) ・ ・ ・ 3･3 1･2 2･2 2･2 2･2 ・ 1･2 6

S-Ⅰ.3 ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 ・ ・ ・ ・ 1 表6-8⑥ 群落組成表(f.ハママツナ群落)
S-Ⅰ.4 ﾉｱｻｶﾞｵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 ・ ・ ・ 1
低木層（Ｓ-Ⅱ） 地区名 f
S-Ⅱ.5 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) ・ 3･3 2･2 1･2 3･3 1･2 1･2 3･3 2･2 3･3 9 調査区番号　　　　　　　 （№） 9
S-Ⅱ.6 ﾒﾋﾙｷﾞ ・ 3･3 4･4 2･2 +･2 3･3 3･3 1･2 4･4 ・ 8 調査日 8/17
草本層（Ｈ-Ⅰ） 海抜 　　　　　　　　 　（ｍ） 0.85
H-Ⅰ.7 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) 3･3 ・ ・ ・ ・ ・ 1･2 2･2 ・ ・ 3 方位 -
H-Ⅰ.8 ﾒﾋﾙｷﾞ 2･2 ・ ・ ・ ・ ・ + 2･2 ・ ・ 3 傾斜角度　　　　　　　　 （°） -
H-Ⅰ.9 ｿﾅﾚｼﾊﾞ 2･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 1
H-Ⅰ.10 ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ 2･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 草本層（Ｈ）の高さ   　　（ｍ） 0.45
草本層（Ｈ-Ⅱ） 草本層（Ｈ）の植被率   　（％） 70
H-Ⅱ.11 ﾒﾋﾙｷﾞ ・ + 1･2 2･2 1･2 1･2 ・ ・ 2･2 +･2 7 草本層（Ｈ）の出現数   　（種） 3
H-Ⅱ.12 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) ・ ・ 2･2 1･2 + +･2 ・ ・ 1･2 2･2 6 出現種数　　　　　　　　 （種） 3
H-Ⅱ.13 ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 2 草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.14 ｿﾅﾚｼﾊﾞ ・ ・ ・ 1･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 H.1 ﾊﾏﾏﾂﾅ 4･4
H-Ⅱ.15 ﾊﾏﾏﾂﾅ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 H.2 ｿﾅﾚｼﾊﾞ +･2
H-Ⅱ.16 ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 H.3 ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ +･2

表6-8⑦ 群落組成表(g.ミルスベリヒユ群落)

地区名
調査区番号　　　　　　　 （№） 2 8
調査日 8/17 8/17
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.66 0.86
方位 - -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 1 4
草本層（Ｈ）の高さ　   　（ｍ） 0.35 0.8 出
草本層（Ｈ）の植被率   　（％） 100 70 現
草本層（Ｈ）の出現数   　（種） 4 5 回
出現種数　　　　　　　　 （種） 4 5 数
草本層（Ｈ）
H.1 ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ 3･3 3･3 2
H.2 ｿﾅﾚｼﾊﾞ 2･2 1･1 2
H.3 ﾊﾏﾏﾂﾅ + 2･2 2
H.4 ｼﾛﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ 2･2 ・ 1
H.5 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ・ 1･2 1
H.6 ﾒﾋﾙｷﾞ ・ + 1

表6-8⑧ 群落組成表(h.ヨシ群落)

地区名
調査区番号　　　　　　　 （№） 5 6 22 28 33 34 36 41 42 57 60 62
調査日 8/17 8/17 8/18 8/23 8/23 8/23 8/23 8/24 8/24 8/30 8/30 8/30
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.70 0.71 0.85 0.81 0.79 0.79 0.77 0.94 0.95 0.95 0.85 0.87
方位 - - - - - - - - - - - -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - - - - - - - - - - -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 9 4 9 4 4 4 4 9 9 4 9 9
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 2.0 1.5 1.9 1.3 1.6 1.3 1.3 1.8 1.7 1.5 1.4 1.8
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 70 75 70 20 40 40 30 40 40 20 40 70
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 1 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 0.8 0.4 0.7 0.6 0.5 0.6 0.5 1.2 0.8 0.8 0.6 0.7 出
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 30 5 40 100 70 65 70 90 100 100 70 1 現
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 3 2 4 3 2 1 2 2 4 3 3 1 回
出現種数　　　　　　　　 （種） 4 3 4 4 3 2 3 3 4 4 3 2 数
草本層（Ｈ-Ⅰ）
H-Ⅰ.1 ﾖｼ 4･4 4･4 4･4 2･2 3･3 3･3 3･3 2･2 3･3 2･2 3･3 4･4 12
H-Ⅰ.2 ﾒﾋﾙｷﾞ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.3 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.4 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･2 ・ ・ ・ ・ 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.5 ﾊﾏﾏﾂﾅ ・ ・ 3･3 2･2 4･4 4･4 4･4 ・ ・ ・ 3･3 ・ 6
H-Ⅱ.6 ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ ・ ・ +･2 + +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3
H-Ⅱ.7 ﾖｼ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ +･2 ・ 3
H-Ⅱ.8 ﾊｲｷﾋﾞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･2 4･4 4･4 ・ ・ ・ 3
H-Ⅱ.9 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 +･2 + ・ ・ 3
H-Ⅱ.10 ｻﾜｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5･5 2･2 + 3
H-Ⅱ.11 ﾒﾋﾙｷﾞ 1･2 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.12 ｿﾅﾚｼﾊﾞ 1･1 ・ ・ 4･4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.13 ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.14 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2･2 + ・ ・ 2
H-Ⅱ.15 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1

g

h

e

出現種数　　　　　　　　 （種）

d
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表6-8⑨ 群落組成表(i.イボタクサギ群落) 表6-8⑩ 群落組成表(j.アダン群落)

地区名 地区名 j
調査区番号　　　　　　　 （№） 43 46 50 調査区番号 　　　　　　 （№） 45
調査日 8/24 8/24 8/24 調査日 8/24
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 1.00 1.07 1.11 海抜 　　　　　　　　 　（ｍ） 1.01
方位 - - - 方位 -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - - 傾斜角度 　　　　　　　 （°） -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 9 9 25 調査区面積 　　　　　 　（㎡）　 20
低木層（Ｓ）の高さ　　   （ｍ） ・ ・ 3.8 低木層（Ｓ）の高さ   　　（ｍ） 2.6
低木層（Ｓ）の植被率　   （％） ・ ・ 100 低木層（Ｓ）の植被率   　（％） 100
低木層（Ｓ）の出現数     （種） ・ ・ 3 低木層（Ｓ）の出現数     （種） 4
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 2.1 1.9 ・ 出現種数 　　　　　　　 （種） 4
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 20 5 ・ 低木層（Ｓ）
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 1 2 ・ S.1 ｱﾀﾞﾝ 4･4
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 1.4 1.3 ・ 出 S.2 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ 2･2
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 90 100 ・ 現 S.3 ﾂﾙsp 2･2
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 2 5 ・ 回 S.4 ﾖｼ 1･2
出現種数　　　　　　　　 （種） 3 5 3 数
低木層（Ｓ）
S.1 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ ・ ・ 5･5 1
S.2 ﾂﾙsp ・ ・ 2･2 1
S.3 ﾖｼ ・ ・ +･2 1
草本層（Ｈ-Ⅰ）
H-Ⅰ.4 ﾖｼ 2･2 +･2 ・ 2
H-Ⅰ.5 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ + ・ 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.6 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ 4･4 2･2 ・ 2
H-Ⅱ.7 ﾊｲｷﾋﾞ 2･2 3･3 ・ 2
H-Ⅱ.8 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ 3･3 ・ 1
H-Ⅱ.9 ﾖｼ ・ +･2 ・ 1
H-Ⅱ.10 ﾂﾙsp ・ +･2 ・ 1

表6-8⑪ 群落組成表(k.オオハマボウ群落) 表6-8⑫ 群落組成表(l.シマツユクサ群落)

地区名 k 地区名 l
調査区番号　　　　　　　 （№） 52 調査区番号 　　　　　　 （№） 49
調査日 8/24 調査日 8/24
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.99 海抜 　　　　　　　　 　（ｍ） 1.22
方位 - 方位 -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - 傾斜角度 　　　　　　　 （°） -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 25 調査区面積 　　　　　 　（㎡）　 9
低木層（Ｓ）の高さ   　　（ｍ） 4.0 草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ 　（ｍ） 1.3
低木層（Ｓ）の植被率   　（％） 80 草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 10
低木層（Ｓ）の出現数     （種） 3 草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 2
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 1.8 草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ 　（ｍ） 0.6
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 20 草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 100
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 3 草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 6
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 0.8 出現種数 　　　　　　　 （種） 6
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 5 草本層（Ｈ-Ⅰ）
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 4 H-Ⅰ.1 ﾖｼ 1･2
出現種数　　　　　　　　 （種） 5 H-Ⅰ.2 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ +･2
低木層（Ｓ-Ⅰ） 草本層（Ｈ-Ⅱ）
S.1 ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ 5･5 H-Ⅱ.3 ｼﾏﾂﾕｸｻ 5･5
S.2 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ +･2 H-Ⅱ.4 ﾉｱｻｶﾞｵ 1･2
S.3 ﾖｼ + H-Ⅱ.5 ﾂﾙsp +･2
草本層（Ｈ-Ⅰ） H-Ⅱ.6 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ +･2
H.4 ﾖｼ 2･2 H-Ⅱ.7 ﾖｼ +
H.5 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ + H-Ⅱ.8 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ +
H.6 ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ +
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H.7 ﾖｼ +
H.8 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ +
H.9 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ +
H.10 ﾔﾏｸﾞﾜ +

表6-8⑬ 群落組成表(m.ススキ群落) 表6-8⑭ 群落組成表(n.ノアサガオ群落)

地区名 m 地区名 n
調査区番号　　　　　　　 （№） 65 調査区番号 　　　　　　 （№） 24
調査日 9/12 調査日 8/18
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 1.47 海抜 　　　　　　　　 　（ｍ） 0.96
方位 SW 方位 -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） 10 傾斜角度 　　　　　　　 （°） -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 6 調査区面積 　　　　　 　（㎡）　 4
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 2.3 草本層（Ｈ）の高さ   　　（ｍ） 1.3
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 90 草本層（Ｈ）の植被率   　（％） 100
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 1 草本層（Ｈ）の出現数   　（種） 3
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 1.5 出現種数 　　　　　　　 （種） 3
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 1 草本層（Ｈ）
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 2 H.1 ﾉｱｻｶﾞｵ 4･4
出現種数　　　　　　　　 （種） 3 H.2 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ 2･2
草本層（Ｈ-Ⅰ） H.3 ﾖｼ +
H-Ⅰ1 ｽｽｷ 5･5
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.1 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ +･2
H-Ⅱ.2 ﾊｲｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ +･2

i

表6-8⑮ 群落組成表(o.トキワギョリュウ群落) 表6-8⑯ 群落組成表(p.ギンネム群落)

地区名 o 地区名 p
調査区番号　　　　　　　 （№） 25 調査区番号 　　　　　　 （№） 37
調査日 8/22 調査日 8/24
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 1.30 海抜 　　　　　　　　 　（ｍ） 1.95
方位 - 方位 -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - 傾斜角度 　　　　　　　 （°） -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 100 調査区面積 　　　　　 　（㎡）　 15

14 低木層（Ｓ）の高さ   　　（ｍ） 4.3
50 低木層（Ｓ）の植被率   　（％） 80
1 低木層（Ｓ）の出現数     （種） 8
10 草本層（Ｈ）の高さ   　　（ｍ） 1.5
15 草本層（Ｈ）の植被率   　（％） 100
2 草本層（Ｈ）の出現数   　（種） 8

低木層（Ｓ）の高さ   　　（ｍ） 5 11
低木層（Ｓ）の植被率   　（％） 70 低木層（Ｓ）
低木層（Ｓ）の出現数     （種） 4 S.1 ｷﾞﾝﾈﾑ 4･4
草本層（Ｈ）の高さ   　　（ｍ） 1.7 S.2 ﾔﾏｸﾞﾜ 2･2
草本層（Ｈ）の植被率   　（％） 75 S.3 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ 1･2
草本層（Ｈ）の出現数   　（種） 18 S.4 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ +･2

20 S.5 ｷﾀﾞﾁﾊﾏｸﾞﾙﾏ +･2
高木層（Ｔ1） S.6 ﾉｱｻｶﾞｵ +
T1.1 ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ 3･4 S.7 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ +
亜高木層（Ｔ2） S.8 ﾂﾙsp +
T2.2 ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ 2･3 草本層（Ｈ）
T2.3 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ + H.9 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ 4･4
低木層（Ｓ） H.10 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ 2･2
S.4 ｷﾞﾝﾈﾑ 4･4 H.11 ﾔﾏｸﾞﾜ 1･2
S.5 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ + H.12 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ +･2
S.6 ｹﾞｯｷﾂ + H.13 ｹﾞｯｷﾂ +･2
S.7 ｱｶﾃﾂ + H.14 ｷﾞﾝﾈﾑ +･2
草本層（Ｈ） H.15 ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ +
H.8 ｹﾞｯｷﾂ 4･4 H.16 ﾌｸﾏﾝｷﾞ +
H.9 ﾔﾏｸﾞﾜ 1･2
H.10 ｲﾝﾄﾞｼｬﾘﾝﾊﾞｲ +･2
H.11 ﾘｭｳｷｭｳｺｸﾀﾝ +･2
H.12 ｹﾞｯﾄｳ +･2
H.13 ﾖｼ +
H.14 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ +
H.15 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ +
H.16 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ +
H.17 ｷﾞﾝﾈﾑ +
H.18 ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ +
H.19 ｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ +
H.20 ｻﾙｶｹﾐｶﾝ +
H.21 ｼﾏﾔﾏﾋﾊﾂ +
H.22 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ +
H.23 ﾌｸｷﾞ +
H.24 ﾏｻｷ +
H.25 ﾓﾓﾀﾏﾅ +

表6-8⑰ 群落組成表(q.ヒイラギギク群落)

地区名
調査区番号　　　　　　　 （№） 17 26 32 35 39 40 44 53 58 61 63
調査日 8/17 8/23 8/23 8/23 8/24 8/24 8/24 8/24 8/30 8/30 8/30
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.98 0.77 0.86 0.90 0.92 0.95 1.01 0.97 0.89 1.20 0.91
方位 - - - - - - - - - - -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - - - - - - - - - -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 4 4 9 4 9 9 9 9 9 9 9
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 1.5 1.2 1.8 1.2 2.1 1.9 3.2 2.0 2.6 1.9 2.1
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 70 80 90 90 100 100 100 10 100 90 80
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 1 4 3 3 2 2 4 1 2 2 2
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 0.4 ・ ・ 0.6 ・ ・ 0.8 1.5 1.0 ・ 1.0 出
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 5 ・ ・ 5 ・ ・ 20 100 5 ・ 10 現
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 1 ・ ・ 2 ・ ・ 4 3 2 ・ 1 回
出現種数　　　　　　　　 （種） 2 4 3 3 2 2 4 3 3 2 2 数
草本層（Ｈ-Ⅰ）
H-Ⅰ.1 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ 4･4 ・ 5･5 5･5 5･5 5･5 5･5 ・ 4･4 5･5 4･4 9
H-Ⅰ.2 ﾖｼ ・ ・ +･2 +･2 +･2 + +･2 1･2 2･2 +･2 2･2 9
H-Ⅰ.3 ﾊﾏﾏﾂﾅ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅰ.4 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅰ.5 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.6 ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ ・ 4･4 ・ +･2 ・ ・ 1･2 4･4 +･2 ・ 1･2 6
H-Ⅱ.7 ﾖｼ ・ +･2 ・ ・ ・ ・ +･2 + ・ ・ ・ 3
H-Ⅱ.8 ｿﾅﾚｼﾊﾞ +･2 2･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.9 ﾊﾏﾏﾂﾅ ・ +･2 ・ +･2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.10 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1･2 3･3 ・ ・ ・ 2
H-Ⅱ.11 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅱ.12 ｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
H-Ⅱ.13 ｻﾜｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ 1

出現種数 　　　　

q

高木層（Ｔ1）の高さ　　　（ｍ）
高木層（Ｔ1）の植被率　　（％）
高木層（Ｔ1）の出現数　　（種）

出現種数　　　　　　　　 （種）

亜高木層（Ｔ2）の高さ 　 （ｍ）
亜高木層（Ｔ2）の植被率　（％）
亜高木層（Ｔ2）の出現数  （種）

6-13



②植生分布状況（現存植生図）

現存植生図を図 - に示した。6 3
比屋根湿地は、南側の運動公園側に干潟がみられ地盤が低い傾向にあるが北側の

市街地側に行くに従い地盤がやや高くなっている。また、比屋根湿地の中あたりを

、県営比屋根団地の南側を流下する比屋根第二雨水幹線の延長水路が直線的に掘られ

その浚渫土砂が水路脇南側に盛土されている。

植生の分布状況は、運動公園側の干潟周辺部にマングローブ林を構成するメヒル

ギ群落、オヒルギ群落、ヤエヤマヒルギ群落、ヒルギ混合群落の分布がみられ、所

々に存在する土砂の堆積した場所にソナレシバ群落、ハママツナ群落、ミルスベリ

ヒユ群落、ヨシ群落などが帯状あるいは小群状に分布する。また、マングローブ林

背後のやや陸地化が進行した地域から水路脇の盛土部分にヨシ群落、ヒイラギギク

群落のほか、帯状に残る水路にヒルギ群落がみられる。

延長水路から北側は、ヨシ群落とヒイラギギク群落の分布が広範囲にみられるほ

か海岸林を形成するアダン群落、オオハマボウ群落、イボタクサギ群落などの進入

がみられ、さらに標高１ｍ以上の地盤上にパラグラス群落、ギンネム群落、トキワ

ギョリュウ群落などが分布していた。

表6-8⑱ 群落組成表(r.パラグラス群落)

地区名
調査区番号　　　　　　　 （№） 47 51 64
調査日 8/24 8/24 8/30
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 1.28 1.10 0.31
方位 - - -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） - - -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 9 9 9
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 2.3 2.3 1.8
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 70 70 50
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 5 3 3
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 0.8 0.8 0.8 出
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 80 30 90 現
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 5 5 2 回

6 5 3 数
草本層（Ｈ-Ⅰ）
H-Ⅰ.1 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ 3･3 3･3 3･3 3
H-Ⅰ.2 ﾖｼ 2･2 3･3 1･2 3
H-Ⅰ.3 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ +･2 + 2
H-Ⅰ.4 ﾂﾙsp +･2 ・ ・ 1
H-Ⅰ.5 ﾉｱｻｶﾞｵ + ・ ・ 1
H-Ⅰ.6 ｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ + ・ ・ 1
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.7 ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ 1･2 2･2 5･5 3
H-Ⅱ.8 ｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ 3･3 1･2 ・ 2
H-Ⅱ.9 ﾖｼ ・ 1･2 + 2
H-Ⅱ.10 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾋﾙｶﾞｵ ・ + ・ 1
H-Ⅱ.11 ﾉｱｻｶﾞｵ 2･2 ・ ・ 1
H-Ⅱ.12 ﾂﾙsp +･2 ・ ・ 1
H-Ⅱ.13 ｼﾏﾂﾕｸｻ + ・ ・ 1
H-Ⅱ.14 ｼｭﾛｶﾞﾔﾂﾘ ・ + ・ 1

表6-8⑲ 群落組成表(s.ツルsp)

地区名 s
調査区番号　　　　　　　 （№） 48
調査日 8/24
海抜　　　　　　　　　 　（ｍ） 0.64
方位 -
傾斜角度　　　　　　　　 （°） -
調査区面積　　　　　　 　（㎡）　 9
草本層（Ｈ-Ⅰ）の高さ　　（ｍ） 1.6
草本層（Ｈ-Ⅰ）の植被率　（％） 10
草本層（Ｈ-Ⅰ）の出現数　（種） 2
草本層（Ｈ-Ⅱ）の高さ　　（ｍ） 0.9
草本層（Ｈ-Ⅱ）の植被率　（％） 80
草本層（Ｈ-Ⅱ）の出現数　（種） 4

4
草本層（Ｈ-Ⅰ）
H-Ⅰ.1 ﾂﾙsp 1･2
H-Ⅰ.2 ﾖｼ +･2
草本層（Ｈ-Ⅱ）
H-Ⅱ.3 ﾂﾙsp 5･5
H-Ⅱ.4 ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ +･2
H-Ⅱ.5 ｼﾏﾂﾕｸｻ +

r

出現種数　　　　　　　　 （種）

出現種数　　　　　　　　 （種）
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③植生分布状況（ヒルギ類樹高区分図）

比屋根湿地に分布するヒルギ類の生育状況を把握するため樹高区分等の調査を行

った。その結果一覧を表 - 、表 - 、ヒルギ類の生育状況断面（ × ）を6 9 6 10 1m 1m
図 - ①～③にメヒルギ、図 - にオヒルギ、図 - にヤエヤマヒルギ、図 - に6 4 6 5 6 6 6 7
ヒルギ類混合を示した。また、現存植生図にヒルギ類の樹高区分を加えたものを

図 - に図示した。6 8

ヒルギ類の樹高等区分調査は、優占種の違いからメヒルギ、オヒルギ、ヤエヤマ

56 1mヒルギのほかこれらが混合して生育するヒルギ混合群落を区分し、 地点／（

× ）で行った。1m
40 0.7メヒルギは分布面積が最も広いことから調査枠 地点を設け行った結果 樹高、

（ ）、 （ ）、 （ ）～ ｍ 平均 ｍ 本数１～ 本 平均 本 直径 ～ 平均5.4 2.8 26 5.2 0.4 16.2cm 4.7cm
を計測した。地盤高は ～ ｍ（平均 ｍ）であった。0.30 0.83 0.69

2.9 3.5 3.7オヒルギは調査枠６地点で樹高 ～４ｍ（平均 ｍ 、本数２～５本(平均）

、 （ ）、 （ ） 。本) 直径 ～ 平均 地盤高 ～ ｍ 平均 ｍ であった1.8 7.8cm 5.2cm 0.48 0.75 0.63
ヤエヤマヒルギは調査枠３地点で樹高 ～ ｍ 平均 ｍ 本数１～７本 平3.6 4.5 4.2（ ）、 （

均 本 、直径 ～ （平均 、地盤高 ～ ｍ（平均 ｍ）であ3.3 2.3 6.7cm 5.1cm 0.45 0.72 0.6） ）

った。

ヒルギ混合群落は調査枠７地点で樹高 ～ ｍ（平均 ｍ 、本数５～ 本1.9 3.4 2.5 18）

（平均 本 、直径 ～ （平均 、地盤高 ～ ｍ（平均 ｍ）13 0.9 7cm 2.3cm 0.56 0.79 0.69） ）

であった。

、 、 、これより 平均樹高で最も高いのはヤエヤマヒルギの ｍ 次にオヒルギの4.2 3.5m
メヒルギの ｍ、ヒルギ混合林の ｍとなった。平均本数では樹高の低いヒルギ2.8 2.5
混合林が 本と最も多く、次にメヒルギの 本、オヒルギの 本、最も樹高が13 5.2 3.7
高かったヤエヤマヒルギが 本となった。平均直径ではオヒルギが 、ヤエヤ3.3 5.2cm
マヒルギが 、メヒルギが 、ヒルギ混合林が となった。平均地盤で5.1cm 4.7cm 2.3cm
はいずれも ～ ｍの範囲内にあった。0.6 0.7

表6-9 ヒルギ類樹高等及び平均
（各調査枠は × ）1m 1m

cm№ ヒルギ類 地盤高 樹高 本数 直径
（標高ｍ） （ｍ） （本） （地上 )0.5m
0.3 0.83 0.7 5.4 26 0.4 16.2１ メヒルギ ～ ～ １～ ～
( ) ( ) ( ) ( )0.69 2.8 5.2 4.7
0.48 0.75 2.9 4.0 1.8 7.8２ オヒルギ ～ ～ ２～５ ～
( ) ( ) ( ) ( )0.63 3.5 3.7 5.2
0.45 0.72 3.6 4.5 2.3 6.7３ ヤエヤマヒルギ ～ ～ １～７ ～
( ) ( ) ( ) ( )0.60 4.2 3.3 5.1
0.56 0.79 1.9 3.4 18 0.9 7４ ヒルギ混合林 ～ ～ ５～ ～
( ) ( ) （ ） ( )0.69 2.5 13 2.3

※表中ﾃﾞｰﾀ（数値）は、平均を表す。

表6-10 ヒルギ類樹高等調査結果一覧表

調査面積（１ｍ×１ｍ）

通し№ 相観（群落名） 地盤高（ｍ）樹高（ｍ） 本数（本） 直径(cm) （平均） 備考（調査地St.)

1 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.63 0.7 26 0.5以下 0.5 14
2 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.76 0.9 4 2.6 ～ 4.9 2.9 48
3 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.76 1 9 1 ～ 3.9 2.4 52
4 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.45 1.1 11 0.4 ～ 10.8 3.3 11
5 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.72 1.2 3 3.7 ～ 4.2 4 40
6 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.76 1.5 3 1.2 ～ 2.5 2 31
7 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.63 1.8 2 7.8 ～ 9.7 8.8 10
8 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.73 2.2 7 2 ～ 5.5 3 32
9 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.74 2.3 6 2 ～ 4.4 3.5 42

10 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.69 2.4 1 3.8 ～ 3.8 3.8 23
11 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.73 2.4 5 1.4 ～ 3.9 2.4 30
12 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.74 2.5 3 3.9 ～ 5.5 4.7 21
13 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.73 2.5 6 1.3 ～ 2.9 2.2 46
14 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.8 2.6 7 1 ～ 4.4 2.8 24
15 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.72 2.6 9 1.6 ～ 3.2 2.3 35
16 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.57 2.7 4 3 ～ 5.7 4.7 3
17 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.69 2.7 6 1.2 ～ 4.4 3 33
18 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.58 2.7 2 5.8 ～ 7.8 6.8 51
19 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.83 2.8 3 1.8 ～ 5.8 3.2 7
20 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.74 2.8 11 1.8 ～ 3.9 2.8 41
21 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.73 2.9 6 2.5 ～ 5.4 3.8 6
22 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.75 2.9 5 1.9 ～ 4.6 3.7 15
23 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.7 2.9 6 2.3 ～ 8.8 5.5 18
24 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.7 2.9 3 3.2 ～ 5.8 4.1 19
25 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.3 3.1 3 8.3 ～ 14.4 10.4 38
26 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.63 3.2 5 2.1 ～ 6.8 4.6 17
27 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.69 3.2 3 6.7 ～ 9.4 8.1 29
28 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.6 3.3 3 5.4 ～ 7 5.9 2
29 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.67 3.3 5 2.8 ～ 3.2 3.1 28
30 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.77 3.4 4 3.3 ～ 6.2 4.8 4
31 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.72 3.4 8 1 ～ 7.4 4.1 16
32 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.73 3.5 3 3.5 ～ 4.2 3.8 34
33 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.75 3.6 3 3.4 ～ 6.9 4.7 20
34 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.8 3.6 5 3.6 ～ 5.2 4.3 25
35 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.77 3.9 1 9.5 ～ 9.5 9.5 26
36 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.42 3.9 5 2.5 ～ 7.7 4.6 53
37 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.72 4 3 5.3 ～ 8.8 7.5 27
38 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.57 4.4 3 5 ～ 9.2 7.4 12
39 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.71 5 3 7.4 ～ 16.2 11.3 5
40 ﾒﾋﾙｷﾞ 0.71 5.4 3 4.3 ～ 10.2 7.5 22
41 ｵﾋﾙｷﾞ 0.65 2.9 3 4.5 ～ 4.8 4.6 49
42 ｵﾋﾙｷﾞ 0.48 2.9 4 1.8 ～ 4.3 3.1 55
43 ｵﾋﾙｷﾞ 0.54 3.4 3 6.5 ～ 7.4 7.1 56
44 ｵﾋﾙｷﾞ 0.66 3.8 5 2.7 ～ 6.9 4.7 44
45 ｵﾋﾙｷﾞ 0.75 3.9 5 2.5 ～ 6.9 4.6 1
46 ｵﾋﾙｷﾞ 0.69 4 2 6.5 ～ 7.8 7.2 37
47 ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ 0.64 3.6 1 6.7 ～ 6.7 6.7 54
48 ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ 0.72 4.4 7 2.3 ～ 5 3.4 43
49 ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ 0.45 4.5 2 4.5 ～ 5.6 5.1 9
50 ﾋﾙｷﾞ混合 0.72 1.9 18 0.9 ～ 3 2.2 47
51 ﾋﾙｷﾞ混合 0.79 2.1 14 1 ～ 3.6 1.8 8
52 ﾋﾙｷﾞ混合 0.74 2.2 14 1 ～ 2.7 1.9 36
53 ﾋﾙｷﾞ混合 0.56 2.5 13 1.3 ～ 4 2.5 39
54 ﾋﾙｷﾞ混合 0.68 2.5 14 1 ～ 7 2.4 45
55 ﾋﾙｷﾞ混合 0.71 2.7 13 1 ～ 3.5 2 13
56 ﾋﾙｷﾞ混合 0.65 3.4 5 1.4 ～ 6.2 3.3 50

※表中説明
○地盤高(ｍ)とは、測量により確認した海抜高度である。
○樹高(ｍ)とは、群落内の樹冠の高さである。
○本数(本)とは、樹冠を構成するヒルギ類の樹木本数である。
○直径(cm)とは、地上高0.5ｍにおける樹幹の直径である。但し、「St.40」のメヒルギについては地上高0.1ｍ。
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図6-3　植生分布状況(現存植生図)

:ﾒﾋﾙｷﾞ群落

:ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ)群落

:ﾋﾙｷﾞ混合群落

:ｿﾅﾚｼﾊﾞ群落

:ﾊﾏﾏﾂﾅ群落

:ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ群落

:ﾖｼ群落

:ｲﾎﾞﾀｸｻｷﾞ群落

:ｱﾀﾞﾝ群落

:ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ群落

:ｼﾏﾂﾕｸｻ群落

:ｽｽｷ群落

:ﾉｱｻｶﾞｵ群落

:ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ(ﾓｸﾏｵｳ)群落

:ｷﾞﾝﾈﾑ群落

:ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ群落

:ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ群落

:ﾂﾙSP群落(現在同定中)

:ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ群落

:植生断面図調査ライン(L-1～3）

※出典：地形図(平成13年:国土地理院)
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